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(一社)部落解放・人権研究所第一研究部門「部落差別の調査研究」
第５回公開講座のご案内

謹啓

皆様におかれましては、常日頃より部落問題の解決と人権確立にむけてご尽力頂いておりますこと

に、心より敬意を表します。

さて、第一研究部門(部落差別の調査研究)の第５回公開講座(第６回歴史研究会)を下記の要領で開

催致しますので、ふるってご参加下さいますようご案内申し上げます。

敬具

記

１．日 時：４月１１日(土)１４：００～１７：００

２．場 所：大阪人権博物館３Ｆ研修室④

(大阪市浪速区浪速西３－６－３６ 電話０６－６５６１－５８９１)

３．テ ー マ：「「宗門改帳」にみる近世中・後期の泉州南王子村

－「南王子村は基本的に貧しい」という歴史認識への疑問－」

４．報 告 者：藤野徳三さん(郷土史研究サークル)

５．報告要旨： 最古の「寛延三年二月 南王子村宗門改帳」に登録された村内１３４軒と西教

寺に「家№」をつけてエクセルにとり込み、「明治三年四月 南王子村宗門改帳

」まで１２０年間にわたる「家」の変化を時代を追って繋いでみた。現存する全

５８冊の「宗門改帳」の制約もあって、三回目の作業を終えた今も相続・分家・

同家・絶家という「家」の変化をすべて追い切れたとはいえないが、とりあえず

「明治四年四月 南王子村戸籍」「明治四年四月 戸籍下帳」に繋ぎ、この作業の

一定の区切りとした。

最近、若い研究者たちによる「泉州南王子村」の研究が注目されている。報告

では「宗門改帳」の分析を中心に、農業・雪踏・太鼓・博労などの生業、村政と

村落構造にもふれてみたい。

６．参 加 費：１，０００円(会員の方は無料)

※当文書は公印を省略しております。

※参加希望の方は、公開講座開催日の３日前までにＦＡＸ、電話、またはＥメールにて参加される旨

をお知らせ下さい。当日は大阪人権博物館の正面入口からお入り下さい。なお、入館料は研究所の

方で支払います。

※公開講座に関するお問い合わせは第一研究部門事務局の松本まで。
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